
  15日、市民プラザで市民向けの署名提

出報告集会が行われました。 

 県への提出の経緯を報告した石田代表

は、｢対応した県幹部は冒頭で『労災病

院の機能の受入体制も未だきちんとは定

まっていないし、予算の裏付けも明確に

なっていない』というようなことを語っ

ていた。このことは、運動次第ではまだ

まだ労災病院を残せる可能性があること

を示唆している。労災病院の傳田院長も

『移行にはまだまだ時間がかかる。それ

までは当院で責任をもって治療に当たって

いく』と語っている｣と述べ、今後の展望を

示しました。 

 来賓として参加した上野公悦議員は、こ

れまでの医療問題の経過を説明し、市や県

の対応が市民の立場になっていないことを

指摘しました。 

 会場から発言した直江津のKさんは、｢署

名に本気で取り組んできたが、まだまだ中

身を知らない人が多い｣と述べ、今後の運動

の広がりに大きな期待を寄せました。 

 集会では最後に、引き続き署名に取り組

んでいくことを確認しました。 
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 昨年6月、｢私たちのまちから病院がなく

なる｣という衝撃が、上越地域全体を駆け

巡って以来、｢地域の医療を守ってほしい｣

という願いを込めて取り組まれてきた｢地域

医療を守る署名｣は、このほど14,740筆が集

約され、9月9日県庁において県当局に提出

されました。 

 運動を進めてきた｢上越地域の医療を守る

会｣(石田秀男代表)は、対応した新潟県福祉

保健部地域医療政策課の浅見裕之課長に署

名を手渡し、｢多くの市民･県民が、労災病

院を残してほしい、地域の医療を守ってほ

しいと願っている。ぜひ医師を増やして医

療を守ってほしい｣と訴えました。 

 それに対して浅見課長は、｢まだ将来の具

体像が見えず、みなさんも不安を感じてい

ると思う。安心できる医療体制を再構築し

早く示したい｣と語りました。 


